HITACHI 

日立液晶テレビモニター 


巧篇 28-L 5000タィプ 
W32-L 5000タイプ 




このたびは日立液晶テレビモニターをお巧めいただき、まことにありげとうございました。 
この説明書は、2モデルタイプの説明書となっています。を機種の仕様の相違については 
裏表紙をご覧ください。本で中のイラストはまとして、 W 28 丄已000タイプで説明して 
います。 

本機は、必ず専用の AVC ステーシヨン刷売り）と接続してご使用ください。 


曰立液晶テレビ構成内容 

液晶テレビ モニター 部 

AVC ステーシヨ ン部(別売り） 

W 吕 8-L 已〇 00 

AVC-H 已〇 00 

AVC-5000 

AVC-HW 已〇 00 

AVC-HR 已〇 00 

W32 丄已 000 


「使用上のごを意」をお読みください。本体の取扱いは、この r 取扱説明書」を 
よくお読みになり、ご働?のうえ正しくご使用くださし、。 

お読みになった後は、な証書とともに大切に巧管してください。 


は 、 SRS Labs , Inc . の商標でず。 

TruBass 技删ま 、 SRS Labs , Inc 力、らのライセンスにきづき製品化されています。 
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付属品をごお認ください。 

万一不足しているちのびあれば、販売店にご連絡く 
ださい。 

■取扱説明書（本書）および保証書は、よくお読みになって内 
容をご理解の上、いつでも確認できるところへ大切に保管し 
てください。 






























































































ご使用のまえにこの「使用上のごを意」をよく 
お読みのうえ、正しくお使いください。 


In 表巧の思味 


気をつけなければならない。「注意」を示しまず。 

感電に気をつけなければならない。「感電注意」を示します。 
してはいけない。「禁止」を示します。 

必ず行ラ。「強制」を示しまず。 


安全上のごま意 


A 警告 


■ 異常び発生した5、すぐに電源プラグを巧く 


VU 








重源プラグをコンセントか S 抜くこと 


異常、故障状態とは 

♦ 煙が出ている、へんな臭いや音びずる 

♦ 画が乱れる-映らない、音がでない 

•本磯の内部に 異物(水、金属など)が入った 
など 

異常、故障状態のまま使用ずると义災、 
感電の原因となります。 

すぐに電源スイッチを切り、電源プラグを巧 
いて販売店に修理をご依頼< ださい。お客様 
による修理 は危険でずので 絶対におやめくだ 
さい。 



絵表示について 製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危 

害や財産への損害を未然に防止ずるために、いろいろな絵表示 
をしています。 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 

人び死 t または重傷を負ラ可能性びあります。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 

人び傷害を負つたり物的損害を発生ずる可能性び 
ありまず。 


A 警告 
A ミ主意 


A A 0 〇 


♦イラストはイージであり、実際の商品とはおがが異なる場合があ0ます。 
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設置をするとき 


A 警告 


■ アース線を必ず接地ずる 
付属の電源プラグアダプターを使用ず 
る場合は、必ずアース線を接地してく 
ださい。アース線を接地しないと、感 
電の原因となりまず。 ~ 



/ /レ"-コンでントこ 

に接おずる 

@ 


アース線を接続せよ 


参コンセントび2お 
の場合、アースエ 
事び必要となりま 
す。個人での工事 
は感電の原因とな 
りますので、アー 
スエ事を専門業ち 
に依頼してくださ 
し、。 


■ 不安定な場所に置かない 



ぐ S ついた台の 上 
や 傾いた場巧 など 
不安定な場所に置 
かない。 落ちたり、 
倒れたりしてけが 

の原因となります。 


■ 持ち運ぶときは衝撃を与えない、 

0 本機を落とさない 

破損したまま使巧ずると、 
义災•感電-けがの原因 と 

なりまず。 

参液晶ディスプレイノ（ネルはガラスででさて 
いますので、万一割れた0するとケガの原 
因となりまず。 


■ 電源プラグアダプターのアー 
ス線は、必ずアース端子と接 
続する 



コンセント端子に入 
つたり、差し込むと 
义災-感電の原因 と 
な0まず。 


■ 電源コードを本機の下敷にし 


ない 
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設置をするとき(つづき) 


^ミ主意 


湿気やほこりのをいところ、 
油煙や湯気び当たる場所に置 
かない 

义災-感電の原因 



となることがあり 
まず。 

参調理台や加湿器の 
そばなど。 


キヤスター（ま）止めをする 
テレビ台にキヤ スター (車） 
がついている場合は、キヤ 
スター 止めをずる。 
テレビが動いたり、倒れた 
りずると けがの原因 となる 
ことがありまず。 


〇 


■ 電源プラグをずぐに巧くことびで 
さるよラに本機を据を付ける 

© 本機び異常や故障となったと 
き、電源プラグをコンセント 
に差し込んだままにしておく 
と 义災•感電の原因 となるこ 
とがありまず。 


■ 通風孔をふさがない 

义災の原因と なることびありまず。 

通風孔を壁から]〇じのム乂上 
離して据えつけてくださ 
I - い。（モニターを壁掛け設 
置する場合は除く） 

特につざのよラな使い方は 
しないで < ださい。 

•本機をあお向けや横倒 
し、逆さまにする。 

^風通しの悪い狭い所に置 
く。 

じゆラたんや巧団の上に 
置く。 

テーブル ク□スなどを掛 
ける。 




上向さ 



下向さ 


■ 転倒防止の処置を行ラ 

© モニターが倒れると、けが 
の原因となることがありま 
ず。 


■ 電源プラグ、アンテナ線など 
のか部の接続線やまち倒防止の 
処置をしたまま移動させない 



■ アンテナエ事には技術と経 
験び必要ですので販売店に 
ごホ目談ください 

〇 ♦送配電線から離れた場所に設 
置する。アンテナび倒れた場合、 
感電の原因となることびあり 
ます。 

♦特に BS 、 CS 放送受信用アン 
テナは強風の影響を受けやず 
し、ので堅固に取りつける。 


己 


















































使用するとき 


A 警告 


■ 本機の上に巧びんなどを置か 
ない 

本機の内部に水などが入 



ると义災•感電の原因と 

なりまず。 

万一、入った場合は、ずぐ 
に電源スイッチを切り、電 
源プラグを抜いて販売店に 
水めれ禁止 ご連絡ください。 

♦なびん、水檀、植木鉢、コップ、化粧品、 
薬品などを置かない。 

♦猫•犬などのペットび乗らない様、ごを 
意ください。 

■ 異物を入れない 

通風?しなどか5内部 
に 金属類や燃えやす 
いものなどを差し込 

んだり、落し込んだ 

りすると、义災•感 



電の原因 となります。 

万一、入った場合は、すぐに電源スイッチ 
を切り、電源プラグを抜いて販売店にご連 
絡ください。 

特にお子様にはごま意ください。 

■ 裏ぶたやカバーをはずさな 
し、、本機を改造しない 

内部には 電圧の高い部分 
があり、感電の原因 とな 
りまず。 

内部の点検.調整-修理は 
,販売店にご依頼ください。 

分解禁止 



■ 本機に水をこぼしたり、めらし 
たりしない 

火災-感電の原因となり 
ます。 

参雨天、降雪中、ミ毎岸、水辺 
での使用は特にごミ主意くだ 
さし、。 


卷 

水めれ禁止 


風呂場やシャワー室で使用 
しない 

义災•感電の原因となり 


0 


まず。 


風呂場やシャワー室 
での使用禁止 

■ 指定の電源電圧で使用する 

本体に表示された電源電圧 


感 



雷び鳴り出した5、アンテナ 
線や本機には軸れない 

感電の原因となりまず。 


嫂) 

接触禁止 


電源プラグの刃や周辺に付着し 
たおや金属類を取り除く 

そのまま使巧ずると义災- 


〇 


感電の原因 となります。 

お手入れは、電源プラグを巧 
いてから乾いた巧で行ってく 
ださい。 


己 
























































使用するとき(つづき) 


A 警告 


■ 電源コードを傷つけなし、 

义災-感電の原因 と 
なりまず。 

傷ついたら、電源プラ 
グを抜いて販売店に交 
換をご依頼 < ださい。 
♦傷つける、破損させる、 
加工ずる、無 S に巧げ 
る、重いをのをのせる、 
加熱ずる、引っ張るな 
どをしない。 



■ 衝撃をちえない 

万一、本機を落し 



たり、破損した場 
合は、電源スイッ 
チを切り、電源プ 
ラグを巧いて販売 
店にご連絡くださ 
、。そのまま使用 
ずると义災-感電 


の原因 となりま 
ず。 




A ) 

を意 


■ 電源プラグは根元まで確実 
に差し込む 

© 差し込みが不完全ですと 
発熱し 义災の原因と なる 
ことがありまず。 

また、電源プラグの刃に 
触れると 感電ずる ことが 
あります。 

■ 電源プラグは、ゆるみのある 
コンセントに差し込まない 

0 発熱して 义災の原因と な 
ることがありまず。 

ゆるみのある場合は、販売店 
に交換をご依頼 < ださい。 


めれた手で電源プラグを巧 
き差ししない 

感電の原因となるこ 




とがあ0ます。 


めれ手禁止 


■ 電源プラグを巧くとさは、電源 
コードを引っ張らない 

電源コードを引っ張る 
八-、由 ■ と電源コードが傷つき 
I 义災•感電の原因と な 

ることがありまず。 


# 


スイーべル回お節囲内に物 
を置いたり、操作中に顔や 
手などを近づけない 

をのが倒れて壊れたり、を 
びの原因となることがあ0 


0 


ます。 
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使用するとき(つづき) 


么ミ主意 


■ 本機に乗ったり、ぶら下びった 
りしない 


■ 長期間ご使用にな!5ないときは 
必ず電源プラグを抜く 



倒れたり、こわれたり 
して けびの原因 となる 
ことびあります。 

特にルさなお子様のいるご 
家庭ではごを意ください。 


■ 本機の上に重いものを置か 


ない 

0 


倒れたり、落下してけび 
の原因 となることがあり 
まず。 


■ 間違った電池の使ぃ方をし 
ない 



電源プラグをコンセ 
ント占、6巧くこと 


■ モニター 部とスタンド部の 
間に手を入れない 
モニター部とスタンド部の間に、 
手を入れた状態で、モニターのち 
度調節をずると、挟み込まれ、け 
がをしまず。 

を険でずので、おやめください。 



電池の破裂、液をれによ 
り、 义災-けがや周囲を 
巧損ずる原因となること 
がありまず。 

樹こ、なの使し巧はしない。 
参本機で指定されていない 
電池の使用 

参新しい電池とちい電池を 
ミ昆だて使用 

♦本機の極性表示（プラ 
スとマイナスの向さ） 
とは逆向をに電池を使巧 
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お手入れするとき 

A ま意 

■ お手入れの際は、安全のた 
め電源プラグを巧く 

■ 年に一度は内部の掃除を販 
売店にごホ目談ください 

A 本機の内部にほこりがた 

/|\まったまま長い間掃除を 
/ • \しないと、义災や故障の 

讚!接 セ 

原因となることびありまず。 

特に、湿気のをくなる巧雨期の前に巧ラと、 
より効ま的です。内部の掃除費用について 
は販売店にご巧談ください。 
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お守りください 


■ 高温になるところに置かな 
いで<ださい 

直射日光び当たる場所や熱機具の近く、狭 
いラック、押し入れなど、高温になる場所 
には据え付けないでください。キャビネッ 
卜や電テ部品に悪い影響を与えます。 

■ お部屋は適度の明るさで 

暗すぎる部屋は目を疲れさせるのでよ < ありません。 


■ 長時間連続して画面を見てい 
ると目び疲れます 

時々、画面から離れて目を休めてください。 

■ 適度な音量で 

特に夜間での音量はルさい音でわ通りやすい 
ので、窓を閉めたりヘッドホンを利用したり 
して、隣り近所に巧し十分の配慮をして、生 
ま環境を守りましよ5。 

■ 本機および本機の破片、 
付属品を廃棄するとさは 

本機および本機の破片、付属品などを廃棄 
する際は、おず、販売店にご相談ください。 



■ 液晶パネルのお手入れについて 

本機のパネル表面は、 AVC ステーションに付 
属のク U —ニングクロ 
スや柔5かいな（綿- 
ネル等）で軽く乾なさ 
してください。化学ぞ 
ラさんは、パネル表面 
のコーテイングびはげる恐れびありますので、 
ご使用にならないでください。 また 、硬い布 
で拭いたり、強く擦ったりしまずと、バネル 
の表面が傷付さますのでごミ主意ください。 
指紋など油脂類のちれびひどい場合は、水で薄 
めた中性洗剤に巧をひたし絞ってふを取ってか 
ら、乾いた柔らかい巧で仕上げてください。 


■ 液晶パネルの強度について 

液晶パネル表面には保護ガラスびありませ 
ん。指'手などで巧したり、物をぶつける 
と、液晶セル、ガラスび破損し、故障やけ 
びの原因となります。 


■ スプ レー クリー ナーは 使わ 
ないで 

スプレー ク U —ナ ーは 使わないで<ださ 
い。液晶 J くネル表面のを質や水おびすさ間 
から入り故障の原因となります。 

■ 搬送についてのご注意 

引越しや修理などで本機を運搬する場合は、本機 
用のお包箱とクッション材をご使用ください。 

■ 液晶テレビ モニターの 設置 
について 

傾斜面や、平ちでない面、カーぺットなどの 
柔らかい面、変おした 
面などへの設置をさけ 
て < ださい。1」モコン 
によるスイーべル動作 
びす安をになる場合び 
あります。 

■ キャビネット（が装）のお手入れ 
について 

♦キャビネットの表面をベンジン、シンナー 
などでふいたり、殺虫剤などの揮発性のち 
のをかけたりしないでください。また、づ 
ムやビニール製品などを長時間接独したま 
まにしないで<ださい。 

変質したり、塗料びはげるなどの原因と 
なります。 

♦化学ぞラさんは、キャビネット変質の 
原因となりますのでご使用にならない 
で < ださい。 

♦キャビネットや操作パネル部分の巧れ 
は、 AV 巳ステーションに付属のク U 
一ニングク□スや柔らかい巧で軽くふ 
さ取ってください。ちれびひどいとさ 
には、水で薄めた中性洗剤に巧をひた 
しよく絞ってからふさ取り、乾いた巧 
で仕上げてください。 

特に、なの洗剤などは塗装を傷めます 
ので使用しないでください。 

•アルカ U 性洗剤、アルコール系洗剤、 
みびさ粉、粉石験、カーワックス類など 
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お知 5 せ 


■ 面欠点について 

液晶バネルは、精密度の高い技術で作られていますび、画面の一部に欠点（光日ない点） 
や輝点（を計に光る点）び存在する場合びあります。これは故障ではありません。 

■ 残像について 

静止画（画面表示、放送局側から送られる時刻表おなど）を短時間（約1分程度）表示 
し、映像内容び変わったときに前の静止画び残像として見えることびありまずび、自然 
に回復します。故障ではありません。 

■ 液晶パネル表面温度について 

液晶テレビは、内蔵している堂光ランプを点灯させることにより映像を表示しています。 
そのため、液晶ノくネルの表面温度び高くなる場合びあります。 

■ ま命送時について 

本体を横倒しにして輸送した場合、バネルガラスび破損する、面欠点び増加する、内部 
の堂光ランプび破損する可能性びありますので、横倒しでの輸送はしないでください。 

■ ご覧になる位置は 

画面のたての長さの3〜7倍を目まにした場所でご覧になれば、見やすくて疲れに 
<<なります。 

■ ホが線応用機器について 

赤外線コードレスマイクやホが線コードレスへッドホンなどの機器は、本機び設置 
された部屋で同時にご使用されますと、これらの機器にノイズび入ったり、使用で 
さなくなることびあります。 

これは故障によるをのではありません。あらかじめごを知おをください。 

■ 本機の温度について 

液晶モニターを長時間使用したときなどに、上部び熱くなる場合びありまず。手で触れ 
ると熱く感じる場合ちありまずび、故障ではありません。また、熱でをおしやすいちの 
(オーディオテープ、ビデオテープなど）を上に置かないでください。 

■ 低温度環境での使用について 

液晶の特性により、周囲温度び下びるにつれ、液晶の応答速度び遅くなり、映像び残像 
として見えることびありますび故障ではありません。苗温環境下に戻し、しば5くする 
と回復します。 
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ま電源ボタン（本体下側) 



後面 


スピーカー 
フ オルダー 


0 


口 

ご 


〇 〇 〇 


〇 〇 〇 


國 


園 


画 


〇 〇 〇 


〇 〇 〇 


固 


スピーカー 

フォルダー 


端モカバー 

下にずらして開けまず 


専用スタンド接続ケーブル 


端子 カバー 内 


資 


鑛 


サブウ ー A - 出力端モ 専用スタンド接続端モ 

電源コードコネクター 専用モニター入力端モ 


12 


















































































































ご購入時、スピーカーは、 モニターに 取り付け日れていますが、 
スピーカーき用台に取り付けて使用ずることもできまず。 巧 


A ま意 

スピーカーや専用接続ケーブルは、必ずモニタ 
一の主電源を切つた状態で接続/取り外しをし 
て < ださい。 


モニターにスピーカーを 取り付けたまま使用ずる 



スピーカーにスピーカー 接続 ケーブルを 接続ずる 




3 


モニターに AVC ステーシヨンとの接続ケーブルおよび電源コードを接続ずる 

専用接続ケーブルの大舌いコネクタープラグは、ゆるまないようにネジで止め、ルさいコネ 
クタープラグは、奥までしっかり挿入してください。 


①カバーをはずす 



②電源コード、2本の専用ケーブルを根 
元までしっかりと差し込む 



実にお元まで差し込んでください。 
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③ クランプでケーブルを固定する ④ カバーを閉める 



A ま意 

電源コードや専用接続ケーブル（スピーカー接続ケーブル除く）は、必ずスタンドのクラン 
プに確実に固定してください。モニターをちちに回転操作したとき、コネクターび巧け、映 
像や音声び出なくなったり、コネクターの破損や発熱し、火巧の原因となることびあります。 



C モニターと AVC ステー シヨンを接続する 



A ま意 

モニターを 移動するときは、 スピーカーを 持たないでください。 




① 電源 コー ドの コネクタープラグ 側を モニターを 面 
にある、電源 コードコネクターに 差し込む 

② 電源プラグをコンセントに差し込む 

参2つ巧タイプコンセントを巧 
用の場合は付属の電源プラグ 
アダプターをご使用 < ださい。 

電源プラグアダプターをご使 
用の場をは、感電防止のため、 

必ずアース線を接続して<だ 
さい。アース線の接続は、必 
ず電源プラグを電源に接続す 
る前に行ってください。また、 

アース接続をはずす場をは必ず電源プラグをコンセントか 
らとりはずしてから行ってください。 
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専用スタンド（別売り）でスピーカーを使用する 


専用台に スピーカーを 取り付ける 

巧 のに夕-にスピ-力-を HI 取りがけるときと逆の要領 
で、モニターからスピーカーを取 D 列ず。 

取りはずしたスピーカーホルダーとネジは大切に保管してくださ 
い。モニターにスピーカーを取り付けるときに必要になりまず。 


A を意 

スピーカーを移動のとさは、スピーカー専用台を持 
って移動してください。スピーカーを持って持ち運 
ぶと、取り付け部破損の原因になる場合びあり、ま 
たスピーカー専用台び落下してけびの原因となるこ 
とびあります。 



问 

a 

〇 


2 


スピーカー接続ケーブルや専用 AVC との接 
続は、「モニターにスピーカーを取り付けて 
使用ずる J 10の田〜固と同様に行って 
ください 


A ま意 

ケープルは、スイーべル、チルト動 
作に支障のないよラに十分にたるま 
せてください。 
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モニターにスピーカーを再度取り付けるとき 



スピーカーにスピーカーホルダーを付ける 


スピーカーホルダーの向きは旧）、 （ L ) で左ち 
逆にな0まず。 

ネジは、禮でスピーカ取り付け位置調節のため、 
ホルダーび動く程度に禮めに締めてください。 


(R) の場合 





旧） (L) 


问 

a 

问 

0 〇 〇 

0 〇 〇 

0 0 0 

〇 0 0 

画 

U — 

y W H 


2 


スピーカーをモニターに取り付ける 


図のよラに、スピーカーを取 
り付けて、スピーカーとモニ 
ターの取り付け位置を調節し 
て、ネジを確実に締めて固定 
して < ださい。 

の）、 （ L ) とも同様に取り付 
けて < ださし、。 


a 



モニターを面 



3 


スピーカー接続ケーブルや AVC との接続は、「モニターにスピーカーを取り付けて使巧ずる J 
旧 のの〜国と同様に巧ってください 
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捉倒防止について 


スタンドご使用時の転§1巧止について 
本機は奥行きがルさいため、大きな地震等の際 
には倒れる場合があります。必ず転倒防止をお 
こなって< ださい。 


壁または柱などに固定する場合 


図のよ5にモニター背面上部に付いてい 
るフックにひもまたはクサリを通してく 
ださい。 



卓上などに固定する場合 


図のようにスタンドを部の固定用 
ネジ巧に木ネジなどで固定し、ご 
利用ください。（左ち2ケ所） 

木ネジ 
2ケ巧 



2 


ひちまたはクサリ、および取付具について 
は巿販品をご利用いただを、巧実に支持で 
をる壁や巧などをお選びになり、しっかり 
と固定してください。 



※チルト、スイーべル動作させたとさに、ま障 
にな日ない程度にひ6またはクサ I 」をたるま 
せて < ださい。 


2 


木ネジなどについては巿販品をご 
利用いただき、しっかりと固定し 
て < ださい。 

推奨ネジ曰〜10 mm 



4 mm 


A ま意 

本機は安定したところに据え付けて 
ください。また、転倒防止の処置を 
行ってください。 

本機び転倒し、けびの原因となるこ 
とびあります。 
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据え付けるときのご注意 


モニターの 設置について 


参モニターの周囲は、放熱のための空間およびスイーべル時の空間を十分に確保してください。 



♦ブラウン管タイプのテレビをスピーカー部に 
近づけると、ブラウン管テレビに色む5や画 
面揺れび発生することびあ0ますので離して 
使用して < ださい。 


スピーカー部 



壁掛け取り付けについて 


♦別売りの専用壁掛けユニットの取扱説明書に従って、取り付けてください。 
♦壁掛け取り付け時には、スタンドを取りがしてください。 


に夕-とスタンドの接続について 

S 

♦モニターか5スタンドを m 

取り外す前に、専用スタ 1 

•モ-夕 一1 しスタンドを取り 

T 

If 

付ける場含は、スタンドを 

ンド接続ケーブルを外し 

てください。 ((W 

取り付けた後、専巧接続ケ 

ーブルを挿入してくださし、。 
(接続をしないとリモコンで 


のスイーベル機能び使用で 

カチッと音びす 

V \ 

コネクタ左ちの□ックを 

さません。） 

るまで挿入する。 

つまんで下に引き巧く。 

、 




A ま意 

別売の専用壁掛ユニットを使巧して壁に取り付ける場合は、危険ですか5個人での取り付 
けは避け、販売店にお問し冶わせの上、指定の取り付け工事業者に依頼してください。 
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運搬ずるとき 



♦この商品は重量物です。運搬するとさは、二人 
作業で持ち運びしてくださし、。 

♦持ち運びは、前面側から製品の上側と下側の両 
端部を持って製品を保持してくださし、。 

スピーカーを持って保持しないでください。取 
り付け部品びがれて、製品び落下してけびの原 
因となることびあります。 


本体の向きを変える 



♦本機はスイーべル機能を採用していますので、 
AVC ステーシヨン付属のリモコンでモニター本 
体の向さを変えることびでさます。 



電源コードおよび専巧接続ケーブルを接続する 
隙は、回転に支障のないよラにたるみをわたせ 
て < ださい。 旧 


A ま意 

回転中に指や物をはさまない。 

必要じ(上の力で急激に回転させないでください。（スタンドびすべって台から 
はずれてしまラ恐れびあります。） 


本体の傾きを変えるとき 


♦本機はチルト機能を採用していますので、手動 
でモニターの上下角度を調整できます。 


の ^ 已 ’ 


A ま意 

チルト調節中にモニター部とスタンド部の間に手 
や指を挟まないようにを意してください。げびの 
原因となります。 



チルト調節時は、製品に強い力びかか日ないよラにを意してく 
ださい。故障の原因となります。 
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A 警告 

本機の据え付けには性旨駆よび安全性を維持するために必ず付属のスタンドや専用の才 
プシヨンユニットをご使用ください。 

付属のスタンドを取りはずし、取り付け強度び不足する他の部材を使用すると、 
転倒したり落下して乂災-感電-けびの原因となります。 


A ま意 

本機背面の通風孔をふさびないよう I こ据え付けてください。 

通風孔をふさぐと熱びこちり、故障や乂災の原因となることびあります。 


♦ ラック、箱のよラな採いところに入れないでください。 

♦周囲の壁などから] Ocm け上離してください（モニターを壁掛け設置する場合は除く）。特 
に AVC ステーションの上部には装飾品など置かず、空間をとってください。 


A ミち意 

電源プラグをすぐに抜くことびできるようにモニターと AVC ステーションを据え 
付けてください。 


本機び異常や故障となったとさ、電源プラグをコンセントに差し込んだままにしておくと义巧-感電の 
原因となることびあ0ます。 


A ミち意 

別売の専用壁掛ユニットを使用して壁に取り付ける場合は、危険ですから個人で 
の取り付けはおけ、販売店にお問い合わせの上、指定の取り付け工事業萄こ依頼 
してください。 
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本 モニターと AVC ステー シヨンを接続してご使 
用されることにより、スタンバイ/受像ランプの 
発光色で、液晶テレビ モニターの 動作状態を知 
ることがでさまず。 


スタンバイ/ 
受像ランプ 

テレビのげ態 

巧 容 

お巧 6 せ 

緑色 

オン状態 

通常映像び表示されています。 

メニューの設定でバワーセーブ 
にな5ない様にすることち可能 
です。（ビデオ入力のみ） 

程色 

パワーセーブが態 

PC/ ビデオ入力の信号び無い状態び約 
1日秒続くとこの状態になります。 

ホ色 

スタンバイ状態 

1」モコンで電源を「切」にしてあ0まず。 


(不な ） 

主電源オフ 

主電源ボタンびオフ状態、または電源プ 
ラグび损けている。 

程色点滅 

- 

専用接続ケーブルが抜けているか、外れ 
ています。接続状態を確認してください。 



バワーセービングとは、入力信号び無くなったことをお巧して、自動的にテレビの消費電力を節約ず 
る省電力機能でず。 

バワーセービング巧態は、電源のスタンバイ/受像ランプで確認でさます。 

バワーセービングシステムは、ビデオ入力信号をお巧するビデオバワーセーブと PC 入力信号を検知 
ずる PC バワーセーブびあ0ます。 

詳しくは、 AVC ステーションの取扱説明書をご覧ください。 



下記および AVC ステーション取扱説明書の「故 
障かな？と思った日」に従って調べていただき、 
なお異常のあるとさは、必ず電源プラグを抜い 
てれら、 お買い上げの販売店にご連結ください。 


このよラなとさは… 

よくある事例 

モニターの 表面温度が高い 

液晶テレビは液晶パネルに内蔵された堂光ランプを点口していまず。 
そのため、パネル表面温度び高くなる場含びありますび、故障では 
ありませんので、あ5かじめご了承願います。 

画面上に周囲と異なる点 （《） がある 
※光りない点、周囲より明るい 
点、周固と色が異なる点など。 

液晶パネルは、精密度の高い技術で作5れていますび、画面の一部 
に欠点や輝点び存在する場含びあ0ます。 

これは故障ではあ0ませんので、あらかじめご了承願います。 

映像-音声が出ない 

AVC ステーシヨンのスタンバイ/受儘ランプび緑色であるにもかか 
わ5ず、映像（音声）び出ない場合 

①専用接続ケーブル、スピーカーケーブルび接続されていない、ま 
たは不完全接続となっています。 fEI を参考に接続状態を確認 
してください。 W 

③主電源ボタンびオフ状態、または電源コードびがれている。 

③主電源ボタンをくりかえし何度もオン/オフさせたり、早くオフ/ 
オンさせると、本機の保護回路び動作し、映像び出なくなること 
びあ0ます。この場合は、電源ボタンをオフにして、しばらく待 
ってか5オンすることで回復します。 
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テレビの補修用性能部品の保有期 
間は、製造巧切搂8年です。 

性能部品とは、その製品の機能を 
維持するために必要な部品です。 


修理を依頼されるときは(出張修理） 

AVC ステーション取扱説明書の「故障かな？と思った 6J に 
従って調べていただき、なお異常のあるときは、必ず電源プ 
ラグを巧いてか5、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお 
確かめの上、販売店から受け取っていただき内容をよくお読 
みの辕大切に保管してください。（保証書は、モニターと 
AVC ステー ションにそれぞれ1部同捆しています。） 

保証対象装置：モニター W 28 丄已日0日 

VV 32- I _5 000 

AVC ステーションお手持ちの磯種名 



保証期間…お買い上げ曰から1年です。 



長年ご使用のテレビの点横をぜひ! 


熱、湿気、ホコ U などの影響や、使用度合いにより部品び劣化し、故障したり、時に 



このよラな捆犬はありませんか 

愛情点検1 

•雷原スイッチを入れても贈储び出ない。 

♦上下、または左ちの映毅炊けて映る。 

♦ wt び時々、消えることびある。 

♦変なにおいがしたり、煙び出たりする。 

♦電原スイッチを切っても、 Wf 象や音び消えなし、。 
•内部に水や異物び入った。 

の 


はま全を損なって事孤こつびなることもありまず。 

ご使用中止 

ちよつとした 

故障や事故防止のた 

，こづかいで 
テレビ'のをを 

め、スイッチを切り、 

コンセントか日電源プ 

# 

ラグをはずしおず販売 

店にご相談ください。 
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曰立家電品についてのごホ目談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈物でいただいたちのの修理などで、ご不明な点は下記窓□に 

ご相談ください。 


イ彦理などアフターサービスに 


商品情報やお取り扱いに 

関するご相談は 


ついてのご相談は 

TEL 雨 0120 -3121-68 


TEL 画 0120 -3121-1 1 

FAX ^ 0120 -3121-87 


FAX 函 0120-3121-34 


*フリーダイヤルされますと、お客様の地域を担当するセンターへおつなざします。 
—般ご相談窓 □ I 家電品についてのご意見やご要望は各駆の お客様相談センターへ 


担当地域 

電話番号 

巧在化 

化;'毎道化区 

0 1 1 - 8 3 3- 5 0 8 8 

化幌巿白石区東札幌2条4一！一10 

東北地区 

日2 2-2 3 2-5 0 8 8 

仙台巿宮城野区扇町1一1 一4已 

関東' 甲信越地区 

0 3- 3 8 3 4- 8 5 8 8 

台ま区ま上野2 — 7— 日（曰立家電上野ビル） 

中部地区 

日日 2-7 9日一日日8 8 

名ち屋巿守山区り1宮町5 5 (曰立家電守山ビル） 

関西地区 

0 7 8-4 3 1 -5 0 8 8 

巧戸巿ま灘区甲南町1 一3 — 8 

中国地区 

0 8 2-2 3 1 -5 0 8 8 

広島市西区観音新町1 一7— 17 

四国地区 

0 8 7 7-4 7- 1 0 8 8 

坂出市林田町4 2 8己一] 4 3 

九州 • 巧縄地区 

0 9 2-2 8 1 -5 0 8 8 

福岡市博を区店屋町7— 18 (博をミ度辺ビル） 


参ご相談窓□の名称、所在地等は変更になることびありますのでご了をください。 


23 













お名 

絹テ此モニタ- 

W 28 -L 曰000 

W 32 -L 己000 

パネル 

パネル 

28形 ( AS - IPS ち式)液晶 
ディスプレイパネルり曰； 9) 

32形 ( AS - IPS 方式)液晶 
ディスプレイパネル （1 日：目） 

表示ドット数 

水平128 0 X 垂直768 

表示寸法 

幅已日. 9 X 高さ3己.9/対角日目. 9( cm ) 

幅日 8.7 X 高さ41 .2/ 対角8日. 2( cm ) 

音声実用最大出力 

24 W (総合） ( JEITA ) 

スピーカー 

色. 2 cm ウーファ - 4個、 2.3 cm ツイータ - 2個 

電 源 

AC 100 V 日日/日日 Hz 共用 

動作保証温度 

已〜3日で 

消費電力 

132 W 

]52 W 

待機時 IWiU 下 

J.UJ — ^ 

リ而 ず 

ヴプウー八一出力端子 . 1個スピーカー端テ(ち)(左） . ] 個 

専用モニター入力端テ . 1個 

かお 

寸法 

モニター 

幅日白.4 X 高さ4日.3 X奥行9.目に m ) 

幅78.日 X 高さ已日 .3 X 契行白.目 ( cm ) 

に夕 - ’スピ-力- 
’スタンド巧 

幅8已 .4 X 高さ已 1.7 X 契行 27.7( cm ) 

幅94 . Ox 高さ已色.目 X 奧行 27.7 に m ) 

巧里 

貨ま 

モニター 

13.3 k 旨 

1目. 3 k 旨 

に夕 - ’スピ-力- 
’スタン附 

19.81< 旨 

23.0 kg 

付属品 

電源 コ ド . 1本取扱説明書 . ] 冊 

電源プラグアダプター . 1個保証書 . 1冊 

スピカケブル . 吕本 店1 を参照してください。 


♦本仕様は改良のため、予告なく変更することびあります。 

♦この機器を使用でさるのは曰本国巧のみで、列国では放送方式、電源電圧び異な0ますので使用で 
さません。 

This set is desi 畳 ned for use in Japan only and can not be used in any other country. 
♦本製品は「高調波ガイドライン適含品」です。 


株式会社曰立製作所 

干244-日817巧奈リ I 県横お市戸塚区吉田町292番地 


Printed in 



































